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魅力ある

価値を 

創出する 

圏域のあるべき姿 

・出産や育児に関する認識が高まり、合計特殊出生率が向上している 
・保育士の定着が図られ、保育サービスが充実している 
・子育てに係る相談等の機能が充実し、利用者数が増加している 
・地元の地域資源や社会資源に関心を持つ児童・生徒が増えている 

・医療や福祉分野における人材が育成され、サービス提供体制が確保されている 
・健康寿命が延び、住民がいきいきと健康に暮らしている 
・地域包括ケアシステムが確立し、高齢者が住み慣れた地域で自分らしい生活を 
 続けている 

・既存ストックが有効に活用され、良質な住宅が供給されている 
・エネルギーの地産地消が進展し、域内の経済循環が高まっている 
・市民の防災意識が向上し、安全で安心なコミュニティが形成されている 
・地域の多様な主体が連携し、自立性の高いコミュニティが形成されている 
・ごみの排出量が減少し、リサイクルが進んでいる 
・山林や河川が保全され、多面的で公益的な機能が維持されている 
・地域連携の取組が推進され、定住や移住につながっている 

・若い世代の地元産業に対する関心が高まるとともに、地域や企業ニーズに合った人材 
が育成されている 

・経営者の経営能力が向上し、従業員のスキルアップが図られている 
・高等教育機関の地元貢献が進んでいる 

・若い世代の地元就業率が向上し、正規雇用者が増加することなどで、個人所得が 
 向上している 
・付加価値の高いフードビジネスの進展により、産業の裾野が広がっている 
・わが国有数の食糧供給基地として確固たる地位を築いている 
・ＩＣＴ産業が集積し、雇用の創出と商業の振興につながっている 
・域内の中核企業が成長し、各種産業の生産性が向上している 
・事業所の開業率が上がり、産業の新陳代謝が高まっている 
・ワーク・ライフ・バランスが図られ、ビジネススタイルが多様化し、女性や高齢  
 者の社会進出が進んでいる 

・国内外に宮崎の文化を発信し、認知度が高まっている 
・訪日外国人旅行者の受入環境が整備され、滞在や周遊できる観光地域づくりが 
 進み、観光入込客や観光消費額が増加している 
・宮崎の食の魅力が認知され、販路や交流人口が拡大している 
・癒しの場として注目され、市民のホスピタリティに対する意識が向上している 

・基幹道路等のインフラ、広域公共交通網が構築され、都市機能が有効に活用 
されている 

・コミュニティバスやデマンド交通など、地域の実情に応じた公共交通が構築 
されている 

 

 

 

 

 

 

 

 

良好な 

生活機能を 

確保する 

 

 

 

 

良好な 

就業環境を 

確保する 

 地域特性に

合った 

社会基盤を

確保する 

基本目標 
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 多様なライフスタイルに対応した 

１ 子育て支援の充実 

 ２０２５年問題を見据えた 

２ 医療・福祉の充実 

交流人口や販路の拡大を図る 

６ ブランド力の向上 

 若い世代の定着や生産性の向上を図る 

５ 雇用の場の創出 

 地域や企業ニーズに合った 

４ 人材の育成 

 生活の質の向上と移住の促進を図る 

３ 居住環境の充実 

重点項目 主要施策 

  広域公共交通網の構築と

インフラの維持・整備 
７ 

１－１ 結婚サポートや出産ケアの充実 
１－２ 乳幼児等の健康の保持と増進 
１－３ 幼児教育・保育サービスの提供 
１－４ 学校教育・放課後児童対策の充実 
１－５ 子育て家庭の生活支援と相談機能の充実 

２－１ 高次医療サービスの提供 
２－２ 地域医療サービスの確保 
２－３ 地域包括ケアシステムの構築 
２－４ 障がい者の自立と社会参加の促進 

３－１ 既存ストックの有効活用 
３－２ スマートシティの取組の推進 
３－３ 防災対策の推進 
３－４ 環境保全の推進 
３－５ 地域コミュニティの活性化 
３－６ 移住・定住対策の推進 

４－１ キャリア教育・学び直しの場の提供 
４－２ 地域や企業ニーズに対応した人材の育成等 
４－３ 新規就農者・農業法人の育成 
４－４ 地元企業への就職を促す仕組みの構築 

５－１ 農林水産業の生産基盤の確立 
５－２ 企業立地と設備投資の促進 
５－３ 創業や事業承継等の促進 
５－４ 新商品・新技術等の開発 
５－５ 中心市街地のにぎわいの創出 
５－６ 雇用形態の多様化・労働力の確保 
５－７ 雇用環境の改善 

６－１ 宮崎らしさを生かした取組の推進 
６－２ スポーツランドみやざきの推進 
６－３ 観光客受入環境の充実 
６－４ 国内外の市場開拓 

７－１ 都市機能の集約化 
７－２ 広域公共交通網の構築 
７－３ 物流体制の整備 
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9
 実

施
計

画
 

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

妊
婦

健
康

診
査

事
業

妊
婦

及
び

胎
児

の
疾

病
等

を
早

期
に

発
見

し
、

治
療

に
つ

な
げ

る
た

め
に

、
妊

娠
中

の
健

康
状

態
を

確
認

す
る

健
康

診
査

を
医

療
機

関
及

び
助

産
所

に
お

い
て

実
施

し
、

費
用

の
一

部
を

助
成

す
る

。
34

1
,2

0
4

3
5
4
,2

3
6

3
4
6
,9

4
3

産
婦

健
康

診
査

事
業

産
後

う
つ

の
予

防
と

育
児

不
安

の
軽

減
、

虐
待

の
早

期
発

見
・未

然
防

止
の

た
め

に
、

産
婦

に
対

し
て

、
健

康
診

査
を

実
施

す
る

。
3
7
,2

0
3

3
4
,9

5
6

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

イ
（ハ

）
b

乳
幼

児
等

医
療

費
助

成
事

業
子

育
て

世
帯

の
負

担
軽

減
と

子
育

て
支

援
の

充
実

を
図

る
た

め
、

乳
幼

児
等

の
医

療
費

の
負

担
軽

減
を

図
る

。
1,

02
2,

00
4

1,
03

2,
10

2
1,

03
1
,0

7
8

1
,0

4
1
,7

5
4

1
,0

1
9
,5

5
4

（３
）

イ
（イ

）
d

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

重
点

項
目

　
１

多
様

な
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

に
対

応
し

た
「子

育
て

支
援

の
充

実
」

主
要

施
策

１
－

１
結

婚
サ

ポ
ー

ト
や

出
産

ケ
ア

の
充

実

予
算

額
（千

円
）

主
要

施
策

１
－

２
乳

幼
児

等
の

健
康

の
保

持
と

増
進

予
算

額
（千

円
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

母
子

保
健

相
談

延
べ

支
援

件
数

3,
44

6件
（2

01
6年

）
3,

66
0件

（2
01

9年
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

産
婦

健
診

受
診

率
-

79
.2

％
（2

01
9年

）

重
点

目
標

現
況

値
目

標
値

子
育

て
支

援
の

満
足

度
66

.3
％

（2
01

7年
）

67
.3

％
（2

01
9年

）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

認
可

保
育

所
等

に
お

け
る

広
域

事
業

圏
域

に
お

け
る

広
域

的
な

保
育

ニ
ー

ズ
に

対
応

す
る

た
め

、
認

可
保

育
所

等
へ

の
広

域
入

所
に

取
り

組
む

。

病
後

児
保

育
事

業
病

気
回

復
期

の
児

童
を

集
団

保
育

の
困

難
な

期
間

、
専

用
施

設
で

一
時

預
か

る
こ

と
に

よ
り

、
保

護
者

の
子

育
て

と
就

労
の

両
立

を
支

援
す

る
。

94
,2

13
74

,2
13

74
,2

1
3

8
3
,6

7
1

9
4
,8

1
9

事
業

所
内

保
育

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

事
業

保
育

の
量

の
確

保
が

困
難

な
中

心
市

街
地

等
に

お
け

る
保

育
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

を
図

る
た

め
、

事
業

所
内

保
育

の
実

施
を

検
討

す
る

事
業

者
に

対
し

、
助

言
・調

査
・分

析
・提

案
等

の
支

援
を

行
う

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
派

遣
す

る
。

1,
60

0
1
,6

0
0

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

い
じ

め
防

止
対

策
推

進
事

業
い

じ
め

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

、
い

じ
め

防
止

の
取

組
を

充
実

し
、

児
童

・生
徒

の
意

識
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、

い
じ

め
問

題
へ

の
対

応
に

関
す

る
研

修
会

を
実

施
す

る
な

ど
、

教
職

員
の

資
質

向
上

を
図

る
。

63
3

58
2

2
,3

8
2

1
,8

6
7

3
,3

3
5

不
登

校
児

童
生

徒
対

策
事

業
不

登
校

を
解

消
す

る
た

め
、

適
応

指
導

教
室

を
設

置
し

、
相

談
業

務
や

学
習

指
導

、
体

験
活

動
な

ど
の

適
応

指
導

を
行

い
、

学
校

へ
の

復
帰

を
図

る
。

28
,5

87
28

,3
64

28
,8

7
1

2
8
,6

2
0

3
0
,4

9
3

（３
）

イ
（ニ

）
ｂ

学
校

教
育

に
お

け
る

IC
T
機

器
の

導
入

・タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
等

の
導

入
調

査
事

業
学

校
教

育
に

お
け

る
IC

T
機

器
の

導
入

を
推

進
し

、
IC

T
機

器
の

活
用

状
況

及
び

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
の

導
入

等
に

つ
い

て
調

査
研

究
を

行
う

。
3,

73
8

4,
94

3
37

,4
4
7

3
0
,3

1
0

1
3
7
,0

6
5

（３
）

イ
（ハ

）
c

児
童

ク
ラ

ブ
運

営
・
施

設
整

備
事

業

就
労

や
病

気
等

に
よ

り
、

保
護

者
が

放
課

後
に

家
庭

で
面

倒
を

み
る

こ
と

が
で

き
な

い
小

学
校

に
就

学
し

て
い

る
児

童
を

対
象

に
、

遊
び

と
生

活
の

場
を

提
供

す
る

た
め

、
小

学
校

の
余

裕
教

室
等

を
活

用
し

た
児

童
ク

ラ
ブ

の
運

営
を

行
う

。
ま

た
、

民
間

施
設

等
を

利
用

す
る

「校
外

型
児

童
ク

ラ
ブ

」
の

整
備

費
用

の
一

部
を

助
成

し
、

児
童

ク
ラ

ブ
の

定
員

枠
を

拡
大

す
る

。

47
3,

16
8

49
1,

20
5

52
9
,3

3
0

5
8
2
,1

7
0

6
5
6
,0

3
2

（３
）

イ
（ハ

）
a

連
携

協
約

事
業

名

主
要

施
策

１
－

３
幼

児
教

育
・保

育
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

予
算

額
（千

円
）

主
要

施
策

１
－

４
学

校
教

育
・放

課
後

児
童

対
策

の
充

実

予
算

額
（千

円
）

事
業

概
要

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

（３
）

イ
（ニ

）
a

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

児
童

ク
ラ

ブ
の

待
機

児
童

数
25

1人
（2

01
7年

）
20

0人
（2

01
9年

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

保
育

所
等

の
待

機
児

童
数

28
人

（2
01

6年
）

0人
（2

01
9年

）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

地
域

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
地

域
の

子
育

て
家

庭
に

対
す

る
育

児
支

援
を

図
る

た
め

、
子

育
て

親
子

の
交

流
の

場
の

提
供

、
育

児
不

安
等

へ
の

相
談

・援
助

、
育

児
に

関
す

る
情

報
の

把
握

・提
供

、
親

子
講

座
な

ど
を

行
い

、
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

を
運

営
す

る
。

67
,5

08
64

,8
05

66
,6

3
9

6
8
,2

8
3

6
5
,8

7
5

フ
ァ

ミ
リ

ー
・サ

ポ
ー

ト
・セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
勤

労
者

が
仕

事
と

育
児

を
両

立
し

、
安

心
し

て
働

く
こ

と
が

で
き

る
環

境
を

推
進

す
る

た
め

、
育

児
の

援
助

を
受

け
た

い
人

と
育

児
の

援
助

を
行

い
た

い
人

を
登

録
し

、
組

織
化

し
た

「フ
ァ

ミ
リ

ー
・サ

ポ
ー

ト
・セ

ン
タ

ー
み

や
ざ

き
」を

運
営

す
る

。
1,

25
0

9,
60

0
9
,6

0
0

9
,6

0
0

1
2
,5

5
3

フ
ァ

ミ
リ

ー
・サ

ポ
ー

ト
・セ

ン
タ

ー
多

子
・
ひ

と
り

親
世

帯
等

支
援

事
業

ひ
と

り
親

世
帯

等
の

子
育

て
を

支
援

す
る

た
め

、
ひ

と
り

親
世

帯
等

が
フ

ァ
ミ

リ
ー

・サ
ポ

ー
ト

・セ
ン

タ
ー

み
や

ざ
き

を
利

用
し

た
場

合
、

援
助

会
員

に
支

払
う

報
酬

の
一

部
を

助
成

す
る

。
6
7
6

（３
）

イ
（ロ

）
ｄ

宮
崎

市
総

合
発

達
支

援
セ

ン
タ

ー
運

営
事

業
障

が
い

児
者

と
そ

の
家

族
が

安
心

し
て

生
活

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
、

診
療

、
相

談
、

通
所

体
制

を
整

備
し

、
障

が
い

の
早

期
発

見
・早

期
療

育
及

び
障

が
い

の
重

度
・重

複
化

に
対

応
す

る
専

門
ス

タ
ッ

フ
を

配
置

し
た

総
合

的
な

療
育

施
設

を
運

営
す

る
。

39
3,

75
6

39
1,

01
0

39
6
,2

3
8

3
9
7
,4

4
1

4
0
6
,2

1
3

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（２
）

イ
（イ

）
高

度
な

医
療

サ
ー

ビ
ス

等
の

提
供

将
来

に
わ

た
っ

て
持

続
可

能
な

医
療

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
体

制
を

確
保

す
る

た
め

、
「宮

崎
市

医
療

提
供

体
制

将
来

構
想

」や
「宮

崎
市

医
療

介
護

総
合

確
保

計
画

」を
も

と
に

、
市

民
の

健
康

の
保

持
増

進
を

図
る

。

（２
）

イ
（ロ

）
宮

崎
西

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

周
辺

防
災

支
援

拠
点

整
備

事
業

宮
崎

市
郡

医
師

会
病

院
等

の
医

療
施

設
や

関
連

施
設

が
、

大
規

模
災

害
の

発
生

時
に

お
い

て
も

医
療

機
能

を
十

分
に

発
揮

で
き

る
よ

う
、

宮
崎

西
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
周

辺
防

災
支

援
拠

点
へ

の
移

転
を

支
援

す
る

。

（３
）

イ
（ハ

）
d

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要
予

算
額

（千
円

）

重
点

項
目

　
２

２
０

２
５

年
問

題
を

見
据

え
た

「医
療

・福
祉

の
充

実
」

主
要

施
策

２
－

１
高

次
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

予
算

額
（千

円
）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

主
要

施
策

１
－

５
子

育
て

家
庭

へ
の

生
活

支
援

と
相

談
機

能
の

充
実

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

宮
崎

市
郡

医
師

会
病

院
の

移
転

支
援

の
実

施
－

実
施

（2
01

9年
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
の

延
べ

利
用

者
数

14
6,

16
7人

（2
01

6年
）

17
3,

10
0人

（2
01

9年
）

障
が

い
児

相
談

支
援

延
べ

利
用

者
数

1,
45

9人
（2

01
6年

）
2,

33
1人

（2
01

9年
）

重
点

目
標

現
況

値
目

標
値

全
地

域
へ

の
生

活
支

援
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

－
の

配
置

数
（
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

に
向

け
た

取
組

の
一

環
）

1
6
人

（
2
0
1
6
年

）
2
2
人

（
2
0
1
9
年

）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

イ
（イ

）
a

共
同

利
用

型
病

院
運

営
事

業
共

同
利

用
型

病
院

（宮
崎

市
郡

医
師

会
病

院
）の

運
営

費
補

助
を

行
い

、
２

次
救

急
医

療
体

制
の

充
実

を
図

る
。

31
,2

96
31

,2
24

31
,2

2
4

3
1
,2

9
6

3
1
,5

8
1

夜
間

急
病

セ
ン

タ
ー

管
理

運
営

事
業

夜
間

に
お

け
る

救
急

医
療

体
制

を
確

保
す

る
た

め
、

毎
日

午
後

７
時

か
ら

翌
日

午
前

７
時

ま
で

、
内

科
・外

科
・小

児
科

の
診

療
を

行
う

。
42

2,
17

0
42

9,
60

0
44

8
,2

3
9

4
4
5
,1

0
0

4
5
3
,0

0
5

宮
崎

大
学

医
学

部
小

児
科

寄
附

講
座

運
営

支
援

事
業

宮
崎

大
学

医
学

部
の

「宮
崎

小
児

地
域

医
療

学
・次

世
代

育
成

支
援

講
座

」の
運

営
を

支
援

し
、

小
児

医
療

に
関

心
を

持
つ

学
生

の
教

育
や

次
世

代
を

担
う

若
い

小
児

科
医

の
人

材
育

成
を

進
め

、
夜

間
急

病
セ

ン
タ

ー
小

児
科

を
は

じ
め

と
す

る
県

央
地

域
に

お
け

る
小

児
医

療
体

制
の

充
実

を
図

る
。

2
7
,0

0
0

（３
）

イ
（イ

）
c

在
宅

当
番

医
制

運
営

事
業

日
曜

・祝
日

・年
末

年
始

の
医

療
機

関
を

確
保

す
る

た
め

、
在

宅
当

番
医

制
に

よ
り

、
初

期
救

急
医

療
の

充
実

を
図

る
。

18
,9

73
18

,9
73

18
,9

7
3

1
9
,5

9
4

2
0
,0

6
5

（３
）

イ
（イ

）
ｄ

が
ん

検
診

推
進

事
業

大
腸

が
ん

、
子

宮
が

ん
、

乳
が

ん
等

に
関

す
る

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

と
無

料
ク

ー
ポ

ン
を

発
行

し
、

が
ん

検
診

の
受

診
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
が

ん
の

早
期

発
見

、
早

期
治

療
、

健
康

に
関

す
る

啓
発

を
行

う
。

96
,9

20
91

,9
92

78
,1

5
0

9
0
,5

2
8

8
8
,6

6
9

（３
）

イ
（ロ

）
g

宮
崎

歯
科

福
祉

セ
ン

タ
ー

利
子

補
給

事
業

障
が

い
児

者
等

の
歯

科
診

療
を

担
う

宮
崎

歯
科

福
祉

セ
ン

タ
ー

を
運

営
す

る
宮

崎
市

郡
歯

科
医

師
会

に
対

し
て

、
歯

科
福

祉
セ

ン
タ

ー
建

設
時

借
入

金
の

利
子

補
給

を
行

う
。

33
6

18
5

2
3

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

イ
（ロ

）
a

介
護

認
定

審
査

会
共

同
運

営
事

業
宮

崎
東

諸
県

地
域

介
護

認
定

審
査

会
を

設
置

し
、

審
査

基
準

の
平

準
化

、
認

定
の

公
平

・
公

正
性

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

運
営

の
効

率
化

を
図

る
。

74
,0

51
68

,7
13

63
,2

0
0

6
3
,2

0
0

8
2
,4

1
9

生
活

支
援

体
制

整
備

等
事

業
多

様
な

生
活

支
援

・介
護

予
防

サ
ー

ビ
ス

が
利

用
で

き
る

よ
う

に
、

生
活

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
配

置
す

る
ほ

か
、

多
様

な
関

係
団

体
（Ｎ

Ｐ
Ｏ

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
等

）の
情

報
共

有
及

び
連

携
・協

働
に

よ
る

取
組

を
推

進
す

る
協

議
体

を
設

置
す

る
。

5,
78

0
43

,0
00

21
,4

0
0

2
2
,1

5
0

2
3
,1

0
3

在
宅

医
療

・
介

護
連

携
推

進
事

業
医

療
と

介
護

を
必

要
と

す
る

高
齢

者
が

、
住

み
慣

れ
た

地
域

で
生

活
を

継
続

し
て

い
く
た

め
に

、
在

宅
医

療
と

介
護

を
一

体
的

に
提

供
し

て
い

く
こ

と
を

目
指

し
て

、
圏

域
の

医
療

や
介

護
に

携
わ

る
関

係
者

へ
の

支
援

や
研

修
会

、
地

域
住

民
へ

の
啓

発
等

を
行

う
。

8
0
0

1
,0

8
0

（イ
）

b
（３

）
イ

事
業

概
要

（３
）

イ
（ロ

）
b

予
算

額
（千

円
）

主
要

施
策

２
－

３
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

予
算

額
（千

円
）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

連
携

協
約

事
業

名

主
要

施
策

２
－

２
地

域
医

療
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

現
況

値
目

標
値

地
域

ケ
ア

会
議

の
開

催
数

1
2
6
回

（
2
0
1
6
年

）
1
3
8
回

（
2
0
1
9
年

）
自

立
支

援
型

地
域

ケ
ア

会
議

に
諮

る
ケ

ア
プ

ラ
ン

件
数

1
0
件

（
2
0
1
6
年

）
3
8
4
件

（
2
0
1
9
年

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

特
定

健
診

受
診

率
25

.4
％

（2
01

6年
）

27
.4

％
（2

01
9年

）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

イ
（ロ

）
c

宮
崎

市
障

が
い

者
基

幹
相

談
支

援
・
虐

待
防

止
セ

ン
タ

ー
事

業

障
が

い
児

者
と

そ
の

家
族

の
安

定
的

か
つ

快
適

な
地

域
生

活
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
各

種
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

相
談

・利
用

支
援

や
生

活
基

盤
の

確
立

及
び

虐
待

防
止

を
行

う
た

め
、

「
宮

崎
市

障
が

い
者

基
幹

相
談

支
援

・虐
待

防
止

セ
ン

タ
ー

」を
設

置
し

、
必

要
な

援
助

を
行

う
。

14
6,

73
6

14
7,

01
8

16
1
,7

2
3

1
5
9
,0

0
0

1
5
9
,0

0
0

（３
）

イ
（ロ

）
e

障
が

い
者

総
合

支
援

福
祉

サ
ー

ビ
ス

事
務

事
業

障
が

い
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

に
必

要
な

障
が

い
支

援
区

分
を

判
定

す
る

た
め

、
認

定
審

査
会

を
設

置
・運

営
す

る
と

と
も

に
、

制
度

の
周

知
を

は
じ

め
、

職
員

、
認

定
調

査
員

及
び

審
査

会
委

員
の

資
質

向
上

の
た

め
の

研
修

を
行

い
、

適
正

な
区

分
判

定
と

支
給

決
定

事
務

を
行

う
。

16
,5

61
13

,8
88

14
,3

7
0

1
5
,9

3
6

1
5
,1

2
2

（３
）

イ
（ロ

）
f

地
域

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

Ⅲ
型

事
業

障
が

い
者

が
、

地
域

に
お

い
て

自
立

し
た

日
常

生
活

や
社

会
生

活
を

営
む

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
創

作
的

活
動

や
生

産
活

動
の

機
会

の
提

供
等

を
行

う
地

域
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
Ⅲ

型
事

業
所

に
対

し
て

、
運

営
費

を
助

成
す

る
。

15
,7

08
11

,6
88

21
,2

5
2

2
2
,0

8
0

1
8
,4

6
8

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

ロ
（ニ

）
a

空
き

家
等

対
策

推
進

事
業

民
間

の
中

古
住

宅
の

有
効

活
用

と
流

通
促

進
を

図
る

た
め

、
空

き
家

バ
ン

ク
を

設
置

し
、

空
き

家
物

件
の

情
報

収
集

と
提

供
を

行
う

と
と

も
に

、
モ

デ
ル

地
区

や
一

定
の

地
域

に
お

い
て

、
空

き
家

改
修

費
や

家
賃

等
の

助
成

を
行

う
。

43
,3

60
51

,4
60

54
,6

8
1

4
7
,4

8
0

3
8
,8

4
3

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

重
点

項
目

　
３

生
活

の
質

の
向

上
と

移
住

の
促

進
を

図
る

「居
住

環
境

の
充

実
」

主
要

施
策

３
－

１
既

存
ス

ト
ッ

ク
の

有
効

活
用

予
算

額
（千

円
）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

主
要

施
策

２
－

４
障

が
い

者
の

自
立

と
社

会
参

加
の

促
進

予
算

額
（千

円
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

障
が

い
者

相
談

支
援

延
べ

利
用

者
数

7,
40

8 
人

（2
01

6年
）

9,
37

2人
（2

01
9年

）

重
点

目
標

現
況

値
目

標
値

協
働

で
行

わ
れ

て
い

る
事

業
の

数
43

4事
業

（2
01

6年
）

44
4事

業
（2

01
9年

）

移
住

世
帯

の
３

年
後

の
定

着
率

－
70

.4
％

（2
01

9年
）

目
標

値

83
件

（2
01

5年
～

20
19

年
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）

空
き

家
バ

ン
ク

の
登

録
件

数
（累

計
）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

み
や

ざ
き

エ
コ

ア
ク

シ
ョ

ン
認

証
制

度
事

業
独

自
の

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

規
格

に
基

づ
い

て
、

自
主

的
な

環
境

保
全

活
動

を
推

進
し

、
中

小
事

業
所

の
地

球
温

暖
化

防
止

の
取

り
組

み
を

拡
大

す
る

。
1,

70
0

1,
60

0
1
,8

4
0

1
,8

4
0

2
,0

6
0

太
陽

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
機

器
導

入
促

進
事

業
地

球
温

暖
化

防
止

対
策

と
し

て
、

太
陽

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

有
効

活
用

を
図

る
た

め
、

住
宅

用
太

陽
光

発
電

シ
ス

テ
ム

を
設

置
す

る
住

民
を

対
象

に
、

そ
の

設
置

に
要

し
た

費
用

の
一

部
を

助
成

す
る

。
47

,6
50

23
,5

40
29

,7
3
0

2
9
,5

5
0

2
8
,3

0
0

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

イ
（ト

）
a

災
害

時
備

蓄
品

整
備

事
業

非
常

食
、

飲
料

水
、

災
害

時
医

薬
品

等
の

消
耗

品
を

常
備

し
、

災
害

時
避

難
者

対
応

の
充

実
を

図
る

。
3,

50
0

9,
10

0
9
,7

0
0

8
,8

0
0

9
,0

0
0

（３
）

イ
（リ

）
a

広
域

消
防

運
営

事
業

・警
防

、
予

防
、

救
急

、
救

助
等

の
各

分
野

の
充

実
強

化
を

図
り

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

広
域

消
防

を
運

営
す

る
。

・西
部

出
張

所
の

施
設

及
び

常
備

消
防

支
援

用
資

機
材

の
整

備
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

広
域

消
防

体
制

の
充

実
を

図
る

。

38
6,

47
0

70
7,

47
9

52
3
,1

4
0

4
4
6
,0

8
9

6
5
3
,0

6
0

事
業

概
要

（３
）

イ
（チ

）
a

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

主
要

施
策

３
－

３
防

災
対

策
の

推
進

予
算

額
（千

円
）

主
要

施
策

３
－

２
ス

マ
ー

ト
シ

テ
ィ

の
取

組
の

推
進

予
算

額
（千

円
）

連
携

協
約

事
業

名

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

太
陽

光
発

電
設

備
導

入
容

量
（1

0k
W

未
満

）
61

,6
57

kW
（2

01
6年

）
72

,1
40

kW
（2

01
9年

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

自
主

防
災

組
織

の
結

成
率

86
.3

％
（2

01
6年

）
87

.4
％

（2
01

9年
）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

み
や

ざ
き

環
境

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

推
進

事
業

市
民

・行
政

・市
民

団
体

が
連

携
し

て
環

境
問

題
に

取
り

組
む

た
め

、
環

境
問

題
の

啓
発

活
動

や
環

境
保

全
活

動
を

し
て

い
る

団
体

に
対

し
て

補
助

を
行

う
。

40
0

河
川

浄
化

対
策

事
業

関
係

機
関

と
連

携
し

て
、

大
淀

川
サ

ミ
ッ

ト
な

ど
の

各
種

協
議

会
を

運
営

す
る

と
と

も
に

、
河

川
愛

護
と

河
川

浄
化

対
策

を
推

進
す

る
。

5,
28

4
5,

69
7

5
,7

2
2

5
,5

0
9

5
,7

5
8

ご
み

減
量

啓
発

推
進

事
業

施
設

見
学

会
、

各
種

イ
ベ

ン
ト

参
加

に
よ

る
啓

発
、

広
報

・情
報

誌
に

よ
る

啓
発

等
を

通
じ

て
、

住
民

の
ご

み
減

量
と

再
資

源
化

へ
の

意
識

向
上

を
図

る
。

6,
54

4
6,

25
4

6
,2

5
4

6
,4

3
5

6
,0

8
6

間
伐

・植
林

促
進

強
化

対
策

事
業

良
質

材
の

生
産

及
び

森
林

の
有

す
る

公
益

的
機

能
を

発
揮

さ
せ

る
た

め
、

間
伐

や
植

林
の

森
林

整
備

事
業

を
行

う
森

林
所

有
者

に
対

し
て

、
経

費
の

一
部

を
補

助
す

る
。

4,
00

0
6,

40
0

7
,5

3
7

8
,2

4
2

5
,8

5
7

地
域

産
材

需
要

拡
大

推
進

事
業

適
正

に
管

理
さ

れ
た

森
林

で
産

出
す

る
木

材
（Ｓ

Ｇ
Ｅ

Ｃ
認

証
材

）を
流

通
さ

せ
る

た
め

、
木

造
住

宅
を

新
築

す
る

施
主

に
対

し
、

材
料

費
の

一
部

を
補

助
す

る
。

8,
20

0
8,

00
0

7
,2

0
0

7
,5

0
0

6
,0

0
0

（３
）

イ
（チ

）
c

エ
コ

ク
リ

ー
ン

プ
ラ

ザ
み

や
ざ

き
運

営
事

業
一

般
廃

棄
物

を
受

け
入

れ
、

適
正

に
処

理
を

行
う

と
と

も
に

、
廃

棄
物

処
理

施
設

や
環

境
学

習
施

設
等

の
維

持
管

理
を

行
う

。
2,

47
7,

74
0

2,
42

6,
76

3
2,

57
8
,3

4
4

2
,9

2
9
,0

8
7

2
,8

3
6
,1

0
6

（３
）

イ
（チ

）
b

主
要

施
策

３
－

４
環

境
保

全
の

推
進

予
算

額
（千

円
）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

１
人

１
日

あ
た

り
の

ご
み

排
出

量
96

7g
（2

01
6年

）
96

1g
（2

01
9年

）

公
共

用
水

域
環

境
基

準
（B

O
D

）達
成

率
10

0％
（2

01
6年

）
10

0％
（2

01
9年

）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。

-9-



20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

史
跡

・埋
蔵

文
化

財
公

開
活

用
事

業
史

跡
及

び
埋

蔵
文

化
財

等
を

住
民

が
広

く
活

用
す

る
た

め
、

遺
跡

見
学

会
や

講
座

、
展

示
等

の
普

及
啓

発
事

業
を

実
施

す
る

。
7,

16
9

7,
47

4
6
,9

2
8

1
0
,2

0
4

7
,0

5
0

民
俗

芸
能

伝
承

事
業

保
存

団
体

の
伝

承
活

動
に

要
す

る
経

費
の

一
部

助
成

を
行

う
と

と
も

に
、

「民
俗

芸
能

ま
つ

り
」を

開
催

し
、

住
民

へ
の

民
俗

芸
能

の
理

解
と

認
識

を
高

め
、

民
俗

芸
能

の
保

存
・伝

承
、

後
継

者
の

育
成

を
図

る
。

5,
27

5
5,

47
0

5
,1

8
0

5
,0

1
5

4
,9

2
5

（３
）

イ
（ヘ

）
e

市
民

活
動

推
進

事
業

・ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

等
の

市
民

活
動

に
対

し
て

、
補

助
等

の
支

援
を

行
う

。
・市

民
活

動
を

総
合

的
に

支
援

す
る

た
め

、
市

民
活

動
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

に
情

報
提

供
や

相
談

の
受

付
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
、

学
習

、
研

修
、

会
議

室
、

機
材

の
貸

し
出

し
等

を
行

う
。

27
,7

58
27

,7
58

27
,7

1
5

2
5
,0

8
2

2
6
,6

5
8

（３
）

イ
（ヘ

）
ｆ

消
費

者
行

政
推

進
事

業
消

費
生

活
に

か
か

る
相

談
・苦

情
へ

の
対

応
・情

報
収

集
を

行
う

ほ
か

、
消

費
者

に
対

し
て

出
前

講
座

な
ど

の
啓

発
事

業
を

行
う

。
3,

05
0

2,
90

0
5
,7

7
1

4
,8

3
3

4
,5

4
1

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

ロ
（二

）
a

移
住

・定
住

促
進

事
業

宮
崎

市
移

住
セ

ン
タ

ー
を

拠
点

に
「移

住
相

談
会

」に
参

画
す

る
と

と
も

に
、

移
住

コ
ン

シ
ェ

ル
ジ

ュ
に

よ
る

相
談

の
ほ

か
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

た
圏

域
の

魅
力

を
積

極
的

に
発

信
す

る
。

5,
14

0
10

,5
32

10
,7

7
4

1
1
,0

8
0

1
2
,6

9
2

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

予
算

額
（千

円
）

主
要

施
策

３
－

６
移

住
・定

住
対

策
の

推
進

予
算

額
（千

円
）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

（３
）

イ
（ニ

）
c

主
要

施
策

３
－

５
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

活
性

化
重

要
業

績
評

価
指

標
（Ｋ

Ｐ
Ｉ）

現
況

値
目

標
値

自
治

会
加

入
率

56
.7

％
（2

01
6年

）
60

.1
％

（2
01

9年
）

目
標

値

1
2
0
世

帯
（
2
0
1
5
年

～
2
0
1
9
年

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

現
況

値
目

標
値

移
住

希
望

者
の

相
談

件
数

6
8
2
件

（
2
0
1
6
年

）
7
7
0
件

（
2
0
1
9
年

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

移
住

世
帯

数
（
累

計
）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

地
方

創
生

人
材

育
成

支
援

事
業

地
元

の
大

学
や

企
業

な
ど

が
連

携
し

、
学

生
の

地
元

定
着

に
向

け
、

地
域

特
性

や
地

元
企

業
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
人

材
育

成
に

資
す

る
取

組
を

支
援

す
る

。
3,

00
0

5,
00

0
5
,0

0
0

4
,0

0
0

4
,0

0
0

宮
崎

県
立

本
庄

高
等

学
校

の
魅

力
を

向
上

さ
せ

る
取

組
の

検
討

宮
崎

市
、

国
富

町
、

綾
町

の
関

係
者

で
構

成
す

る
「本

庄
高

校
魅

力
化

推
進

協
議

会
」が

中
心

と
な

っ
て

、
地

元
の

中
学

校
や

企
業

と
の

連
携

を
は

じ
め

、
教

育
課

程
の

見
直

し
に

よ
る

大
学

進
学

体
制

の
整

備
、

地
域

や
企

業
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

人
材

育
成

に
取

り
組

む
な

ど
、

魅
力

あ
る

学
校

づ
く
り

を
推

進
し

、
本

庄
高

校
の

存
続

及
び

１
学

年
４

学
級

の
維

持
を

図
る

。

5
4

4
2

（２
）

ハ
（ロ

）
地

域
貢

献
学

術
研

究
助

成
事

業
大

学
等

の
高

等
教

育
機

関
が

行
う

地
域

や
行

政
課

題
の

解
決

に
向

け
た

自
主

的
な

研
究

を
支

援
す

る
。

8,
00

0
11

,9
06

13
,9

0
6

1
3
,8

8
3

1
5
,4

2
0

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（２
）

ハ
（イ

）
ＩＣ

Ｔ
産

業
活

性
化

事
業

IC
T
企

業
の

新
た

な
立

地
や

事
業

拡
大

を
促

進
す

る
た

め
、

関
係

企
業

と
連

携
し

な
が

ら
、

IT
人

材
の

U
IJ

タ
ー

ン
を

P
R

す
る

イ
ベ

ン
ト

の
ほ

か
、

人
材

育
成

を
目

的
と

し
た

研
修

や
、

セ
ミ

ナ
ー

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
ＩＣ

Ｔ
企

業
が

採
用

す
る

高
度

技
術

者
に

係
る

経
費

を
助

成
す

る
。

5,
00

0
16

,6
0
0

1
6
,0

0
0

9
,8

0
0

（２
）

ハ
（イ

）
若

者
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

・定
着

支
援

事
業

若
者

の
早

期
離

職
率

が
高

い
状

況
を

解
消

す
る

た
め

、
合

同
研

修
や

交
流

を
通

し
て

、
市

内
企

業
に

勤
め

る
新

人
社

員
が

前
向

き
に

働
く
こ

と
が

で
き

る
た

め
の

ス
キ

ル
向

上
や

社
外

で
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く
り

を
図

る
。

3
,9

0
0

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要
予

算
額

（千
円

）

主
要

施
策

４
－

２
地

域
や

企
業

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

人
材

の
育

成
等

予
算

額
（千

円
）

（２
）

ハ
（イ

）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

重
点

項
目

　
４

地
域

や
企

業
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

「人
材

の
育

成
」

主
要

施
策

４
－

１
キ

ャ
リ

ア
教

育
・学

び
直

し
の

場
の

提
供

重
点

目
標

現
況

値
目

標
値

県
内

新
規

学
卒

者
の

就
職

内
定

者
の

う
ち

県
内

就
職

内
定

率

高
校

 5
6.

8％
大

学
等

 4
8.

2％
（2

01
6年

）

高
校

 6
5.

0％
大

学
等

 5
3.

3％
（2

01
9年

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

県
内

高
校

生
の

県
内

大
学

・短
大

へ
の

進
学

率
28

.9
％

（2
01

6年
）

30
.4

％
（2

01
9年

）

目
標

値

51
人

（2
01

7年
～

20
19

年
）

高
度

IC
T
技

術
者

新
規

雇
用

者
数

（累
計

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

イ
（ヘ

）
b

新
規

就
農

者
支

援
事

業

・新
規

就
農

者
の

初
期

費
用

を
軽

減
す

る
た

め
、

入
植

団
地

で
永

続
的

に
営

農
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
。

・就
農

時
の

農
地

の
確

保
や

施
設

・機
械

の
整

備
等

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

助
成

し
、

農
政

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
研

修
会

や
営

農
指

導
を

行
う

。
・農

業
生

産
法

人
が

行
う

各
種

農
業

研
修

事
業

に
対

し
て

支
援

す
る

。
・初

期
投

資
の

軽
減

を
図

る
た

め
、

ハ
ウ

ス
の

導
入

に
要

す
る

経
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。

24
,8

07
78

,7
51

70
,3

0
4

7
6
,2

8
7

7
5
,7

9
2

（３
）

イ
（ヘ

）
c

農
業

法
人

育
成

支
援

事
業

農
業

法
人

や
新

た
に

認
定

農
業

者
が

設
立

し
た

法
人

、
他

産
業

か
ら

参
入

し
た

法
人

の
経

営
の

安
定

化
を

図
る

た
め

、
制

度
資

金
の

借
入

れ
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
助

成
す

る
。

1,
42

0
1,

28
9

1
,1

2
9

1
,1

0
8

1
,1

0
8

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（１
）

ホ
（ハ

）
就

職
マ

ッ
チ

ン
グ

推
進

事
業

保
護

者
の

理
解

を
高

め
る

と
と

も
に

、
若

者
の

地
元

定
着

や
移

住
を

動
機

付
け

る
た

め
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
ア

プ
リ

を
活

用
し

、
宮

崎
の

魅
力

あ
る

ワ
ー

ク
・ラ

イ
フ

の
発

信
や

、
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

講
座

や
地

元
企

業
へ

の
就

職
を

促
進

す
る

就
職

説
明

会
な

ど
を

開
催

す
る

こ
と

で
、

地
域

産
業

を
支

え
る

人
材

を
育

成
し

、
求

職
者

の
地

元
定

着
を

図
る

。

2,
30

0
2,

15
0

32
,5

3
0

3
4
,8

1
0

2
4
,9

5
0

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

主
要

施
策

４
－

４
地

元
企

業
へ

の
就

職
を

促
す

仕
組

み
の

構
築

予
算

額
（千

円
）

主
要

施
策

４
－

３
新

規
就

農
者

・農
業

法
人

の
育

成

予
算

額
（千

円
）

目
標

値

42
0人

（2
01

5年
～

20
19

年
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）

新
規

就
農

者
数

（累
計

）

目
標

値

7,
88

8件
（2

01
7年

～
20

19
年

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）

雇
用

・人
材

ア
プ

リ
イ

ン
ス

ト
ー

ル
数

（累
計

）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

ＩＣ
Ｔ

活
用

型
農

業
推

進
事

業

施
設

園
芸

を
営

む
経

営
体

が
、

設
置

し
て

い
る

個
別

の
環

境
制

御
機

器
に

自
律

制
御

・機
器

遠
隔

操
作

が
可

能
と

な
る

複
合

環
境

制
御

シ
ス

テ
ム

を
追

加
導

入
し

、
複

合
環

境
制

御
シ

ス
テ

ム
の

導
入

効
果

を
検

証
す

る
な

ど
、

技
術

確
立

に
向

け
た

取
組

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

ＩＣ
Ｔ

を
活

用
し

た
技

術
の

普
及

を
担

う
人

材
の

育
成

を
図

る
。

4,
00

0
4
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

宮
崎

牛
産

地
力

向
上

事
業

宮
崎

市
、

国
富

町
、

綾
町

及
び

Ｊ
Ａ

に
よ

る
協

議
会

を
組

織
し

、
圏

域
内

の
宮

崎
牛

の
生

産
者

の
研

修
等

に
要

す
る

費
用

の
一

部
を

助
成

す
る

と
と

も
に

、
圏

域
内

に
お

け
る

優
秀

な
種

雄
牛

の
育

成
に

向
け

た
取

組
を

支
援

す
る

。
6
,9

5
0

7
,3

1
2

（３
）

イ
（ホ

）
a

耕
作

放
棄

地
解

消
・農

地
中

間
管

理
事

業
耕

作
放

棄
地

解
消

に
向

け
て

必
要

な
調

査
・調

整
を

行
う

と
と

も
に

、
農

地
中

間
管

理
機

構
と

連
携

し
て

、
担

い
手

へ
の

農
地

集
積

・集
約

化
を

促
進

す
る

。
14

,7
15

15
,5

96
13

,0
3
4

1
1
,5

4
1

1
1
,9

4
7

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

イ
（ヘ

）
a

県
央

地
区

企
業

立
地

促
進

事
業

関
係

機
関

や
関

係
団

体
で

構
成

す
る

「宮
崎

県
央

地
区

企
業

立
地

促
進

協
議

会
」に

参
画

し
、

企
業

誘
致

戦
略

の
構

築
や

Ｐ
Ｒ

活
動

等
必

要
な

事
業

を
展

開
す

る
。

3,
06

0
3,

06
0

3
,0

6
0

2
,7

3
1

2
,6

9
2

（１
）

ロ
（イ

）
み

や
ざ

き
企

業
生

産
性

向
上

設
備

等
導

入
促

進
支

援
事

業
製

造
業

事
業

所
の

経
営

安
定

と
新

た
な

雇
用

を
促

進
す

る
た

め
、

生
産

性
及

び
付

加
価

値
の

向
上

に
つ

な
が

る
設

備
投

資
に

係
る

費
用

を
助

成
し

、
中

核
的

企
業

を
支

援
す

る
。

12
0,

00
0

10
0,

00
0

10
0
,0

0
0

3
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

（１
）

ロ
（イ

）

主
要

施
策

５
－

２
企

業
立

地
と

設
備

投
資

の
促

進

予
算

額
（千

円
）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

重
点

項
目

　
５

若
い

世
代

の
定

着
や

生
産

性
の

向
上

を
図

る
「雇

用
の

場
の

創
出

」

主
要

施
策

５
－

１
農

林
水

産
業

の
生

産
基

盤
の

確
立

予
算

額
（千

円
）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

重
点

目
標

現
況

値
目

標
値

正
規

雇
用

者
数

98
,5

00
人

（2
01

2年
）

98
,5

00
人

（2
01

7年
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

農
業

産
出

額
53

1億
円

（2
01

5年
）

51
4億

円
（2

01
9年

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

現
況

値
目

標
値

製
造

品
出

荷
額

3,
15

7億
円

（2
01

4年
）

3,
41

8億
円

（2
01

9年
）

目
標

値

2
7
件

（2
01

7年
～

20
19

年
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

立
地

企
業

数
（累

計
）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（１
）

ロ
（イ

）
事

業
承

継
支

援
事

業
地

域
経

済
の

活
性

化
と

雇
用

の
場

の
確

保
を

図
る

た
め

、
事

業
承

継
・Ｍ

＆
Ａ

を
実

施
し

よ
う

と
す

る
中

小
企

業
に

対
し

、
費

用
の

一
部

を
助

成
す

る
こ

と
で

、
円

滑
な

事
業

の
引

き
継

ぎ
を

支
援

す
る

。
3
,0

0
0

3
,0

0
0

3
,0

0
0

創
業

支
援

推
進

事
業

産
業

競
争

力
強

化
法

に
基

づ
く
、

創
業

支
援

事
業

計
画

に
つ

い
て

、
圏

域
の

関
係

機
関

や
関

係
団

体
と

連
携

し
、

創
業

支
援

を
推

進
す

る
。

創
業

サ
ポ

ー
ト

事
業

イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

シ
ョ

ン
ル

ー
ム

を
運

営
し

、
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
シ

ョ
ン

マ
ネ

ー
ジ

ャ
ー

に
よ

る
創

業
や

経
営

に
関

す
る

総
合

的
な

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

創
業

予
定

者
に

対
し

、
創

業
費

用
の

一
部

を
助

成
す

る
こ

と
で

、
創

業
の

増
加

や
雇

用
の

拡
大

を
図

る
。

13
,8

00
17

,0
00

22
,0

0
0

2
0
,0

0
0

2
2
,0

0
0

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

中
小

企
業

も
の

づ
く
り

支
援

事
業

中
小

製
造

業
等

の
生

産
・開

発
力

を
高

め
る

た
め

、
中

小
企

業
が

教
育

機
関

又
は

公
的

機
関

等
と

連
携

し
て

、
経

営
改

善
や

技
術

・製
品

開
発

に
つ

な
が

る
取

組
に

つ
い

て
、

そ
の

経
費

の
一

部
を

助
成

す
る

。
1,

00
0

1,
50

0
1
,5

0
0

1
,5

0
0

1
,5

0
0

み
や

P
E
C

推
進

機
構

運
営

事
業

農
林

水
産

物
を

は
じ

め
と

す
る

豊
か

な
地

域
資

源
を

有
効

に
活

用
し

、
官

民
一

体
と

な
っ

た
農

商
工

連
携

や
６

次
産

業
化

の
取

組
に

よ
り

、
地

域
経

済
の

活
性

化
、

産
業

振
興

に
寄

与
す

る
み

や
Ｐ

Ｅ
Ｃ

推
進

機
構

の
運

営
を

支
援

す
る

。
32

,0
00

27
,1

00
27

,1
0
0

2
6
,7

0
0

2
6
,7

0
0

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

ま
ち

な
か

雇
用

拡
大

推
進

事
業

中
心

市
街

地
の

雇
用

の
拡

大
を

図
る

た
め

、
遊

休
不

動
産

の
改

修
や

新
規

入
居

者
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

コ
ワ

ー
キ

ン
グ

ス
ペ

ー
ス

の
設

置
・運

営
を

支
援

す
る

な
ど

、
事

業
所

の
集

積
や

新
た

な
雇

用
を

促
進

す
る

。
4,

20
0

6,
90

0
11

,7
7
0

ま
ち

な
か

商
業

業
務

集
積

推
進

事
業

中
心

市
街

地
に

雇
用

・就
業

機
能

、
商

業
・飲

食
機

能
を

集
積

す
る

た
め

、
施

設
整

備
や

新
規

入
居

者
の

支
援

を
行

い
、

中
心

市
街

地
の

機
能

充
実

を
図

る
。

1
2
,8

4
0

1
0
,0

0
0

ま
ち

な
か

活
性

化
プ

ラ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
開

催
支

援
事

業
県

内
学

生
に

よ
る

実
行

委
員

会
が

中
心

と
な

り
、

中
心

市
街

地
等

の
課

題
や

強
み

を
分

析
し

、
ビ

ジ
ネ

ス
視

点
で

解
決

す
る

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

の
実

施
を

支
援

す
る

。
8
0
0

8
0
0

8
0
0

（１
）

ハ
（ロ

）

事
業

概
要

（１
）

ロ
（ロ

）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要
予

算
額

（千
円

）

主
要

施
策

５
－

５
中

心
市

街
地

の
に

ぎ
わ

い
の

創
出

予
算

額
（千

円
）

（１
）

ロ
（イ

）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

主
要

施
策

５
－

３
創

業
や

事
業

承
継

等
の

促
進

予
算

額
（千

円
）

主
要

施
策

５
－

４
新

商
品

・新
技

術
等

の
開

発

連
携

協
約

事
業

名

目
標

値

68
5人

（2
01

5年
～

20
19

年
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）

創
業

支
援

計
画

に
基

づ
く
創

業
者

数
（累

計
）

目
標

値

19
件

（2
01

7年
～

20
19

年
）

6次
産

業
化

へ
の

取
組

件
数

（累
計

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）

目
標

値

1,
69

6人
（2

01
5年

～
20

19
年

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）

中
心

市
街

地
に

お
け

る
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

産
業

従
業

者
の

増
加

数
（累

計
）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（１
）

ホ
（ハ

）
女

性
の

就
労

支
援

事
業

出
産

・育
児

等
に

よ
り

離
職

し
た

女
性

の
再

就
職

を
支

援
す

る
た

め
、

研
修

会
等

を
開

催
し

、
女

性
の

就
労

を
促

進
す

る
。

3,
40

0
3,

40
0

3
,4

0
0

（１
）

ホ
（ニ

）
雇

用
環

境
の

改
善

及
び

雇
用

形
態

の
多

様
化

に
向

け
た

検
討

雇
用

環
境

の
改

善
及

び
雇

用
形

態
の

多
様

化
に

向
け

て
取

り
組

む
企

業
の

支
援

策
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

イ
（ヘ

）
d

男
女

共
同

参
画

社
会

づ
く
り

推
進

事
業

学
校

、
家

庭
、

職
場

や
地

域
等

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
意

識
の

啓
発

や
人

材
の

育
成

を
図

る
と

と
も

に
、

住
民

や
市

民
団

体
等

の
交

流
促

進
、

誰
も

が
安

心
し

て
相

談
で

き
る

機
能

を
備

え
た

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

を
拠

点
と

し
て

、
男

女
共

同
参

画
社

会
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

1,
72

8
27

,8
64

28
,1

0
4

2
7
,9

5
1

2
8
,5

6
6

事
業

概
要

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

連
携

協
約

事
業

名

主
要

施
策

５
－

７
雇

用
環

境
の

改
善

予
算

額
（千

円
）

主
要

施
策

５
－

６
雇

用
形

態
の

多
様

化
・労

働
力

の
確

保

予
算

額
（千

円
）

目
標

値

5
2
人

（2
01

7年
～

20
19

年
）

3
8
6
件

（2
01

7年
～

20
19

年
）

シ
ル

バ
ー

人
材

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

派
遣

事
業

の
受

注
件

数
（累

計
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）

女
性

の
就

労
支

援
事

業
を

活
用

し
た

就
職

者
数

（
累

計
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（
Ｋ

Ｐ
Ｉ）

現
況

値
目

標
値

く
る

み
ん

認
定

企
業

数
1
3
社

（
2
0
1
6
年

）
1
8
社

（
2
0
1
9
年

）
「
仕

事
と

家
庭

の
両

立
応

援
宣

言
」を

行
う

事
業

所
数

3
1
6
件

（
2
0
1
6
年

）
4
6
4
件

（
2
0
1
9
年

）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

ロ
（ニ

）
b

農
山

漁
村

交
流

地
域

活
性

化
事

業

・農
林

業
体

験
や

宿
泊

体
験

を
通

し
て

、
都

市
部

に
住

む
子

ど
も

た
ち

と
地

域
の

住
民

が
ふ

れ
あ

う
機

会
を

創
出

す
る

。
・農

村
集

落
に

お
け

る
景

観
保

全
や

環
境

整
備

の
取

組
、

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
経

費
に

つ
い

て
支

援
す

る
。

90
0

1,
17

1
1
,1

7
1

1
,1

5
0

7
6
9

記
紀

編
さ

ん
１

３
０

０
年

記
念

事
業

日
向

神
話

な
ど

を
は

じ
め

と
す

る
観

光
資

源
や

域
内

に
存

在
す

る
様

々
な

観
光

地
の

魅
力

創
出

に
よ

る
観

光
誘

客
に

よ
り

、
滞

在
型

観
光

を
推

進
し

な
が

ら
、

特
に

日
本

書
紀

編
さ

ん
13

00
年

に
あ

た
る

平
成

32
年

ま
で

を
「日

本
を

は
じ

め
た

神
々

の
国

み
や

ざ
き

」と
し

て
Ｐ

Ｒ
し

、
地

域
ブ

ラ
ン

ド
の

創
出

を
図

る
。

23
,0

00
19

,5
00

13
,5

0
0

1
0
,5

0
0

1
2
,0

8
4

花
回

遊
エ

リ
ア

（ス
ポ

ッ
ト

）づ
く
り

事
業

滞
在

型
観

光
を

推
進

す
る

た
め

、
観

光
拠

点
と

な
っ

て
い

る
エ

リ
ア

で
、

花
を

楽
し

め
る

花
壇

を
整

備
す

る
。

17
,0

00

フ
ロ

ー
ラ

ン
テ

宮
崎

運
営

事
業

花
の

ま
ち

づ
く
り

の
拠

点
施

設
で

あ
る

フ
ロ

ー
ラ

ン
テ

宮
崎

を
訪

れ
る

人
々

が
一

年
中

花
を

楽
し

め
る

よ
う

、
適

切
な

運
営

を
行

う
と

と
も

に
、

建
物

の
老

朽
化

を
防

ぎ
、

施
設

の
魅

力
を

維
持

す
る

た
め

の
改

修
工

事
を

行
う

。
20

7,
45

0
19

7
,8

7
5

2
1
0
,8

7
5

2
1
2
,6

7
9

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

自
然

動
物

園
運

営
事

業
県

内
唯

一
の

動
物

園
で

あ
る

「宮
崎

市
フ

ェ
ニ

ッ
ク

ス
自

然
動

物
園

」を
市

民
の

憩
い

、
学

習
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
し

て
提

供
す

る
た

め
、

効
率

的
な

管
理

運
営

を
行

う
と

と
も

に
、

動
物

園
の

魅
力

を
高

め
る

た
め

、
施

設
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

う
。

14
4,

98
3

37
4
,0

7
0

3
6
8
,9

0
0

1
2
6
,8

1
6

観
光

地
誘

客
促

進
事

業
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
等

と
の

タ
イ

ア
ッ

プ
に

よ
る

旅
行

商
品

造
成

や
、

周
遊

や
滞

在
を

促
進

す
る

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

開
発

を
行

う
な

ど
、

広
域

的
な

観
光

地
域

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

15
,5

00
39

,5
00

43
,5

0
0

3
3
,5

0
0

2
3
,0

0
0

都
市

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
共

創
促

進
事

業
魅

力
度

及
び

知
名

度
の

向
上

に
よ

る
観

光
客

の
増

加
を

図
る

た
め

、
圏

域
の

強
み

で
あ

る
「食

」
や

「ス
ポ

ー
ツ

」な
ど

を
生

か
し

た
新

た
な

都
市

イ
メ

ー
ジ

を
発

信
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
主

体
と

連
携

し
て

実
施

す
る

魅
力

発
信

に
係

る
取

組
を

支
援

す
る

。
8,

50
0

10
,0

00
3
,9

0
0

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
推

進
事

業

・マ
ス

メ
デ

ィ
ア

な
ど

に
対

し
、

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
活

動
を

行
い

、
イ

メ
ー

ジ
の

定
着

化
と

観
光

誘
客

を
図

る
。

・観
光

体
験

メ
ニ

ュ
ー

充
実

や
注

目
度

の
高

い
イ

ベ
ン

ト
と

の
連

携
な

ど
、

強
み

を
生

か
し

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
展

開
す

る
。

33
,1

00
39

,3
70

50
,0

0
0

3
4
,8

0
0

3
1
,0

0
0

教
育

旅
行

補
助

事
業

教
育

旅
行

に
お

け
る

宿
泊

費
及

び
み

や
ざ

き
元

気
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
利

用
料

金
の

一
部

補
助

を
行

い
、

観
光

産
業

の
活

性
化

と
将

来
的

な
リ

ピ
ー

タ
ー

の
育

成
を

図
る

。
11

,0
00

11
,0

00
10

,0
0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

（１
）

ニ
（イ

）

重
点

項
目

　
６

交
流

人
口

や
販

路
の

拡
大

を
図

る
「ブ

ラ
ン

ド
力

の
向

上
」

主
要

施
策

６
－

１
宮

崎
ら

し
さ

を
生

か
し

た
取

組
の

推
進

予
算

額
（千

円
）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

重
点

目
標

現
況

値
目

標
値

宿
泊

者
数

2,
37

8千
人

（2
01

6年
）

2,
83

7千
人

（2
01

9年
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

観
光

入
込

客
数

7,
49

7千
人

（2
01

6年
）

7,
67

0千
人

（2
01

9年
）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

み
や

ざ
き

ゴ
ル

フ
パ

ラ
ダ

イ
ス

事
業

・広
告

媒
体

を
通

じ
、

ゴ
ル

フ
マ

ン
ス

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
P

R
す

る
と

と
も

に
、

イ
ベ

ン
ト

等
の

開
催

や
旅

行
会

社
と

の
連

携
に

よ
る

商
品

の
開

発
を

行
う

。
・プ

ロ
ゴ

ル
フ

ト
ー

ナ
メ

ン
ト

の
開

催
を

支
援

す
る

。
14

,0
00

14
,0

00
13

,6
0
0

2
0
,0

0
0

2
0
,0

0
0

ス
ポ

ー
ツ

等
合

宿
受

入
事

業

・ス
ポ

ー
ツ

等
様

々
な

合
宿

を
行

う
団

体
に

対
し

て
、

宮
崎

県
の

特
産

品
贈

呈
等

を
行

う
。

・プ
ロ

ス
ポ

ー
ツ

キ
ャ

ン
プ

等
を

受
け

入
れ

る
団

体
に

対
し

て
補

助
を

行
い

、
受

入
体

制
の

充
実

強
化

を
図

る
。

・ス
ポ

ー
ツ

関
連

団
体

等
の

キ
ー

マ
ン

招
聘

や
合

宿
団

体
の

誘
致

を
行

う
。

48
,3

69
50

,0
42

47
,1

4
2

4
3
,7

4
2

5
7
,2

0
5

プ
ロ

野
球

キ
ャ

ン
プ

環
境

整
備

事
業

プ
ロ

野
球

の
キ

ャ
ン

プ
受

入
充

実
の

た
め

、
球

場
周

辺
の

環
境

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

各
キ

ャ
ン

プ
地

の
回

遊
性

を
高

め
る

取
組

を
推

進
す

る
。

95
,0

00
11

9,
20

0
12

5
,9

0
0

1
0
3
,0

0
0

1
1
7
,9

0
0

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（１
）

ニ
（ハ

）
観

光
客

受
入

体
制

整
備

事
業

・観
光

客
等

の
回

遊
性

を
高

め
る

た
め

、
必

要
な

情
報

を
的

確
に

得
ら

れ
る

看
板

等
サ

イ
ン

の
整

備
を

行
う

。
・滞

在
型

観
光

の
推

進
を

図
る

た
め

、
教

育
旅

行
や

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

等
の

受
入

体
制

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
ホ

テ
ル

・旅
館

等
に

お
け

る
設

備
投

資
や

空
港

等
の

交
通

拠
点

に
お

け
る

観
光

客
の

滞
在

性
を

確
保

す
る

取
組

を
支

援
す

る
。

・外
国

人
観

光
客

の
誘

客
を

図
る

た
め

、
観

光
情

報
な

ど
を

多
言

語
で

発
信

し
、

情
報

の
入

手
や

発
信

を
容

易
と

す
る

フ
リ

ー
W

i-
F
i環

境
を

整
備

・運
用

す
る

。

21
,0

00
18

,0
00

14
,0

0
0

1
3
,0

0
0

1
2
,0

0
0

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

主
要

施
策

６
－

２
ス

ポ
ー

ツ
ラ

ン
ド

み
や

ざ
き

の
推

進

予
算

額
（千

円
）

主
要

施
策

６
－

３
観

光
客

受
入

環
境

の
充

実

予
算

額
（千

円
）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

（１
）

ニ
（ロ

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

プ
ロ

野
球

キ
ャ

ン
プ

来
場

者
数

49
4,

70
0人

（2
01

6年
）

64
0,

00
0人

（2
01

9年
）

プ
ロ

ゴ
ル

フ
ト

ー
ナ

メ
ン

ト
来

場
者

数
36

,2
85

人
（2

01
6年

）
42

,5
00

人
（2

01
9年

）

ス
ポ

ー
ツ

合
宿

宿
泊

者
数

14
8,

02
0人

（2
01

6年
）

16
0,

15
1人

（2
01

9年
）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

県
外

観
光

客
の

リ
ピ

ー
タ

ー
の

割
合

56
.9

％
（2

01
6年

）
59

.0
％

（2
01

9年
）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

特
産

品
販

路
拡

大
支

援
事

業
地

場
産

品
の

販
路

拡
大

に
よ

る
需

要
の

拡
大

を
図

る
た

め
、

商
工

団
体

等
が

実
施

す
る

セ
ミ

ナ
ー

や
商

談
会

な
ど

の
取

組
を

支
援

す
る

。
3,

75
0

4,
65

1
3
,2

0
0

6
6
5

1
,1

2
0

農
産

物
等

海
外

輸
出

支
援

事
業

農
林

水
産

物
や

６
次

産
業

化
商

品
の

海
外

輸
出

を
推

進
す

る
た

め
、

輸
出

に
取

り
組

む
関

連
団

体
等

に
対

し
、

輸
出

準
備

や
輸

出
に

要
す

る
経

費
の

一
部

を
助

成
す

る
。

3,
00

0
3,

00
0

6
,3

0
0

6
,5

0
0

6
,5

0
0

地
域

特
産

農
産

物
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

事
業

農
林

水
産

物
の

地
産

地
消

に
よ

る
食

育
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
み

や
ざ

き
の

野
菜

を
中

心
と

し
た

地
域

農
産

物
の

ブ
ラ

ン
ド

化
を

推
進

し
、

生
産

拡
大

を
図

る
。

7,
42

0
4,

74
0

6
,4

4
9

4
,3

8
8

3
,7

2
0

み
や

ざ
き

ど
れ

農
畜

産
物

ブ
ラ

ン
ド

力
ア

ッ
プ

事
業

「み
や

ざ
き

ど
れ

」農
畜

産
物

へ
の

理
解

と
信

頼
を

獲
得

す
る

た
め

、
関

係
団

体
と

一
体

と
な

っ
て

取
り

組
む

事
業

を
支

援
し

、
消

費
拡

大
と

ブ
ラ

ン
ド

化
を

推
進

す
る

。
9,

81
3

9,
61

9
12

,0
9
9

1
1
,7

9
9

1
1
,7

9
9

宮
崎

の
豊

か
な

食
材

魅
力

発
信

戦
略

事
業

安
全

・安
心

で
質

の
高

い
本

市
の

農
林

水
産

物
の

消
費

拡
大

や
販

路
拡

大
を

図
る

た
め

、
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

地
産

地
消

及
び

地
産

外
商

を
推

進
す

る
取

組
を

支
援

す
る

。
11

,0
00

10
,0

00
10

,0
0
0

1
0
,0

0
0

1
0
,0

0
0

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

公
共

施
設

経
営

・管
理

事
業

・公
共

施
設

経
営

シ
ス

テ
ム

を
適

切
に

運
用

す
る

。
・公

共
施

設
等

総
合

管
理

計
画

に
基

づ
き

、
公

共
施

設
の

耐
震

化
・長

寿
命

化
を

図
る

と
と

も
に

、
民

間
と

の
連

携
等

を
推

進
し

、
効

率
的

な
公

共
施

設
の

整
備

や
維

持
管

理
を

行
う

。
65

3
65

3
6
5
3

1
,4

1
6

1
,0

6
9

立
地

適
正

化
計

画
策

定
・検

討
事

業
人

口
減

少
・少

子
超

高
齢

社
会

に
お

い
て

も
持

続
可

能
な

ま
ち

づ
く
り

を
進

め
る

た
め

、
都

市
再

生
特

別
措

置
法

に
基

づ
く
立

地
適

正
化

計
画

の
策

定
又

は
策

定
検

討
を

行
い

、
コ

ン
パ

ク
ト

化
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
に

よ
る

都
市

機
能

の
充

実
を

図
る

。
1
5
,9

3
6

（３
）

ロ
（ロ

）
a

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
イ

ン
フ

ラ
整

備
圏

域
の

利
便

性
向

上
を

図
る

た
め

、
道

路
及

び
河

川
等

に
つ

い
て

、
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

整
備

・
維

持
管

理
を

行
う

。

事
業

名
事

業
概

要

（２
）

ロ
（イ

）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要
予

算
額

（千
円

）

重
点

項
目

　
７

「広
域

公
共

交
通

網
の

構
築

と
イ

ン
フ

ラ
の

維
持

・整
備

」

主
要

施
策

７
－

１
都

市
機

能
の

集
約

化

予
算

額
（千

円
）

（１
）

ホ
（ロ

）

（３
）

ロ
（ハ

）
a

連
携

協
約

主
要

施
策

６
－

４
国

内
外

の
市

場
開

拓
重

要
業

績
評

価
指

標
（Ｋ

Ｐ
Ｉ）

現
況

値
目

標
値

農
畜

産
物

の
ブ

ラ
ン

ド
認

証
品

の
売

上
額

11
2.

1億
円

（2
01

6年
）

11
1億

円
（2

01
9年

）

重
点

目
標

現
況

値
目

標
値

主
要

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
に

お
け

る
路

線
バ

ス
乗

降
客

数
1,

44
5千

人
（2

01
6年

）
1,

45
9千

人
（2

01
9年

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

「良
好

な
市

街
地

が
整

備
さ

れ
、

都
市

機
能

が
コ

ン
パ

ク
ト

に
ま

と
ま

っ
て

い
る

」と
思

う
人

の
割

合
44

.8
％

（2
01

7年
）

45
.0

％
（2

01
9年

）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

東
九

州
自

動
車

道
利

用
促

進
事

業
高

速
道

路
を

利
用

し
た

交
流

人
口

の
拡

大
を

図
る

た
め

、
東

九
州

自
動

車
道

の
Ｓ

Ａ
・Ｐ

Ａ
等

で
実

施
す

る
イ

ベ
ン

ト
を

通
じ

、
宮

崎
ま

で
の

時
間

短
縮

を
Ｐ

Ｒ
す

る
と

と
も

に
、

「食
」や

「ス
ポ

ー
ツ

」を
中

心
と

し
た

魅
力

を
発

信
す

る
。

1,
70

0
1,

85
0

1
,7

6
0

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
作

成
の

検
討

ま
ち

づ
く
り

と
連

携
し

た
持

続
可

能
な

公
共

交
通

網
の

形
成

を
図

る
た

め
、

地
域

公
共

交
通

活
性

化
再

生
法

に
基

づ
く
地

域
公

共
交

通
網

形
成

計
画

の
作

成
を

検
討

す
る

。

地
域

公
共

交
通

網
形

成
計

画
策

定
事

業

地
域

公
共

交
通

の
現

状
、

問
題

点
及

び
課

題
の

整
理

を
踏

ま
え

て
、

地
域

特
性

に
応

じ
た

、
効

率
的

で
利

便
性

の
高

い
持

続
可

能
な

公
共

交
通

網
の

形
成

を
進

め
る

た
め

、
関

連
計

画
と

の
連

携
や

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

交
通

導
入

を
含

め
た

今
後

の
交

通
網

整
備

に
お

け
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
と

し
て

の
計

画
を

策
定

す
る

。

1
4
,9

0
0

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

交
通

運
行

・支
援

事
業

路
線

バ
ス

が
運

行
し

て
い

な
い

地
域

住
民

の
移

動
手

段
を

確
保

す
る

た
め

に
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

交
通

の
運

行
又

は
運

行
支

援
を

行
う

。
15

,5
32

15
,9

62
14

,4
2
3

1
5
,6

9
9

2
1
,3

3
3

地
方

バ
ス

路
線

存
続

支
援

事
業

地
元

住
民

の
日

常
生

活
に

支
障

を
き

た
す

恐
れ

の
あ

る
路

線
バ

ス
の

運
行

を
確

保
す

る
た

め
、

交
通

事
業

者
を

支
援

す
る

。
37

,5
38

38
,0

14
39

,2
9
9

5
0
,5

7
5

4
4
,0

7
5

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（１
）

ホ
（イ

）
交

通
・物

流
戦

略
事

業

・国
外

か
ら

の
貨

物
の

取
扱

量
の

増
加

を
図

る
た

め
、

国
際

便
の

利
用

促
進

を
図

る
。

・港
の

利
用

促
進

と
物

流
の

効
率

化
を

図
る

た
め

、
宮

崎
港

の
定

期
航

路
を

利
用

す
る

輸
送

業
者

に
対

し
て

、
一

ツ
葉

有
料

道
路

の
通

行
料

金
の

補
助

を
行

う
と

と
も

に
、

フ
ェ

リ
ー

の
新

た
な

旅
客

や
貨

物
需

要
の

獲
得

を
図

る
取

組
に

対
し

て
支

援
す

る
。

・物
流

企
業

や
外

部
識

者
等

の
関

係
者

に
よ

る
検

討
会

を
設

置
し

、
物

流
活

性
化

策
等

を
検

討
す

る
。

6,
47

5
4,

97
0

18
,5

5
0

1
7
,5

5
0

1
8
,1

5
0

事
業

名
事

業
概

要

（３
）

ロ
（イ

）
a

連
携

協
約

予
算

額
（千

円
）

主
要

施
策

７
－

３
物

流
体

制
の

整
備

予
算

額
（千

円
）

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

（２
）

ロ
（ロ

）

主
要

施
策

７
－

２
広

域
公

共
交

通
網

の
構

築
重

要
業

績
評

価
指

標
（Ｋ

Ｐ
Ｉ）

現
況

値
目

標
値

宮
崎

空
港

路
線

利
用

者
数

3,
06

1千
人

（2
01

6年
）

3,
10

0千
人

（2
01

9年
）

フ
ェ

リ
ー

旅
客

数
17

8,
62

3人
（2

01
6年

）
18

9,
00

0人
（2

01
9年

）

重
要

業
績

評
価

指
標

（Ｋ
Ｐ

Ｉ）
現

況
値

目
標

値

宮
崎

港
の

取
扱

貨
物

量
7,

53
5千

ｔ
（2

01
6年

）
7,

76
2千

ｔ
（2

01
9年

）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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そ
の

他

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（１
）

イ
（イ

）
　

都
市

圏
ビ

ジ
ョ

ン
策

定
・フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

等
事

業
地

方
版

総
合

戦
略

と
都

市
圏

ビ
ジ

ョ
ン

の
整

合
を

図
る

と
と

も
に

、
各

種
施

策
等

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

う
な

ど
、

両
計

画
を

適
切

に
管

理
す

る
。

ま
た

、
次

期
都

市
圏

ビ
ジ

ョ
ン

の
策

定
を

行
う

。
20

,4
80

2,
51

1
3
,5

5
0

3
,5

0
0

1
3
,5

5
0

20
15

20
16

20
17

2
0
1
8

2
0
1
9

（３
）

ハ
（イ

）
a

行
政

職
員

及
び

教
職

員
の

研
修

の
開

催
様

々
な

分
野

に
お

い
て

、
幅

広
い

視
野

及
び

圏
域

を
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
で

き
る

能
力

を
も

っ
た

行
政

職
員

及
び

教
職

員
を

育
成

す
る

た
め

の
研

修
を

行
う

。

（３
）

ハ
（ロ

）
a

宮
崎

広
域

連
携

担
当

者
会

議
運

営
事

業
地

域
経

済
の

活
性

化
及

び
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

確
保

を
は

じ
め

と
す

る
行

政
課

題
に

適
切

に
対

応
す

る
た

め
、

「宮
崎

広
域

連
携

担
当

者
会

議
」を

設
置

し
、

多
様

な
分

野
に

お
け

る
連

携
の

あ
り

方
等

を
検

討
す

る
。

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

連
携

協
約

事
業

名
事

業
概

要

予
算

額
（千

円
）

予
算

額
（千

円
）

(注
）
予

算
額

は
、

連
携

市
町

の
合

計
額

で
あ

り
、

当
初

予
算

の
金

額
を

示
し

て
い

ま
す

。
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